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論 　 文 　 内 　 容 　 の 　 要 　 旨

超新星爆発は，宇宙，銀河の進化を考える上で非常に重要な天体現象であり，その発生頻度の宇宙論的な進化を調べるこ

とは，銀河の進化，そして宇宙の進化を理解する上で必要不可欠なものである。また超新星の発生頻度の宇宙論的な進化は，

観測的宇宙論において最も基本的な観測量である宇宙の星形成史と深く関連しているだけでなく，長年の未解決問題である

Ia型超新星の起源を解明する手掛かりとなると考えられていることから，近年注目をあつめており，観測装置の充実とも

あいまって，急速な進展をとげている研究テーマである。本論文では，その超新星の発生頻度から宇宙の星形成史や，Ia

型超新星の遅延時間の分布関数について制限をあたえることを主眼とし，理論的，観測的な研究を行った。まず本論文の前

半部では，これまで詳細には研究がされていなかった超新星探査で得られる観測量についての定量的な予測に取り組み，将

来行われるであろう超新星探査で得られると予想されるデータから，宇宙の星形成史やIa型超新星の起源にどのような制

限があたえられるかを検討した。その結果，I～27程度の深さの超新星探査を行い，そこで得られる超新星のIa型超新星と

重力崩壊型超新星の比率を求めることで，超新星探査以外の結果を用いることなく，Ia型超新星の遅延時間が1 -- 2Gyrの

精度で決められるということがわかった。本論文の後半部では，ここ数年で急速に進んだ超新星レイトに関する観測データ

をまとめ，使用できる限りの情報すべてを使って星形成史に制限をあたえることを試みた。本論文では，統計的な精度をあ

げるために，既存の超新星探査で得られたデータに加えて，すばる望遠鏡で得られていた観測データを独自に解析し，157

の超新星候補天体を得ることにも成功している。このデータは，他の超新星探査と深さと観測領域の広さにおいて，これま

での超新星探査と相補的であり，超新星のサンプル数では最大級の超新星探査である。この新しい観測データと，既存のデ

ータを総合して，網羅的なlikelihood解析をしたところ，星形成史がz＜1においてどう進化しているか，定量的に測定する

ことができた。また重力崩壊型超新星の減光量に進化があるという結果も同時に得られた。この結果は，異なった波長帯を

用いた銀河観測から得られる結果の傾向とよく一致しており，星形成領域における平均的な減光量がz=0からz=0.5にか

けて増加していることが示唆される。

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

本論文は，近年の大規模サーベイによる超新星の発生頻度の進化の測定を通じて銀河進化や超新星の起源に迫るという野

心的かつ最前線の研究である。論文の内容はすでに二つの英文査読論文として国際誌に掲載されている。公聴会での発表も

的を得たものであり，研究内容が十分に京都大学の博士の水準に達していると判断された。よって，本論文は博士（理学）

の学位論文として価値あるものと認める。また，論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果，合格と認めた。




